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全総 新全総 三全総 四全総 国土()" 形成計画

開発 定住 交流

均衡 多様



全総[1962]における
「多様」と「共生」

✦ 多様と共生に関する概念
✦ ほとんど無い

✦ 太平洋ベルト地帯構想
✦ 国土の主軸形成
✦ 結果として、軸内の連携



新全総[1969]における
「多様」と「共生」

✦ 多様と共生に関する概念
✦ 全総と同じ（ほとんど無い）

✦ 大規模プロジェクト構想
✦ 独立した都市(新産業都市等)の概念

✦ 高速交通網計画
✦ 大規模工業基地等のインフラ 
✦ 結果として、交流･連携のインフラ



三全総[1977]における
「多様」と「共生」

✦ 多様と共生に関する概念
✦ 新全総の延長（ほとんど無い）

✦ 定住圏構想
✦ 圏域内で全ての機能をまかなう



四全総[1987]における
「多様」と「共生」

✦ 多様と共生に関する概念
✦ 多極分散型国土の形成
✦ (自然と人間との共生)

✦ 交流ネットワーク構想
✦ 都市･地域が単独で存続することを前提としない国土像

✦ ～の拠点
✦ 特定の機能面で優れている
✦ 適地生産による生産効率の向上



国土のGD[1998]における
「多様」と「共生」

✦ 多様と共生に関する概念
✦ 四全総の延長

✦ 多軸型国土構造の形成（地域連携軸）
✦ 「自立」と「相互補完」に基づく水平的なネット
ワーク構造

✦ 諸機能の効率的配置及びその効果的な利用



国土形成計画[2008]における
「多様」と「共生」

✦ 多様と共生に関する概念
✦ 「多様な特色を持つこれらのブロックが相互
に交流･連携し、その相乗効果により活力ある
国土を形成」

✦ 「多様な広域ブロックの発展と地域の共生関係
が良好に築かれた美しく暮らしやすい国土」



「多様」の記述例（国土形成計画）「多様」の記述例（国土形成計画）
共助 多様な主体が社会サービスの担い手として参加
地域の機能 多様な広域ブロックが自立的に発展する国土・・・
サービス 料金の低廉化やサービスの多様化、・・・
自然･生態 多様で健全な森林の整備を効率的かつ・・・
手法･制度 生活の安定のための多様な制度を活用し・・・

交流 ・・・等の多様な主体が広域的に連携し、互いにメ
リットがある持続性の高い交流の促進・・・

文化 豊かな自然環境の保全・再生、多様な伝統文化の保
存・継承を推進する

人･人材 ・・・良質で多様な人材を安定的に供給・・・

価値観 その他関係者や学識経験者等の多様な意見を聴取しつ
つ景観評価を行い

居住形態 高齢者単独世帯の増加等家族形態の多様化が進展する
とともに、・・・

勤務･学習 ・・・テレワーク等勤務形態の多様化が進む可能性が
ある一方で、・・・

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ ・・・生涯可処分時間の増加等にともない多様なライ
フスタイルの選択が可能に・・・



”自然との共生” 以外の「共生」の記述
✦ 互いに異なる特色を持つ地域が、･･･相互に補い合っ
て共生し、重層的に国土を形成するという地域間の
互恵関係を維持発展させつつ･･･（第1部 第2章 第1節）

✦ 地域の共生関係が良好に築かれた 美しく 暮らしや
すい 国土（ 第1部 第2章 第1節）

✦ 国籍などの異なる人々が 地域社会の構成員として 
ともに生きることができる 多文化共生を推進する
（ 第1部 第3章 第2節）

✦ 都市と山村の共生・対流（ 第2部 第1章 第5節）



1940年代～ 生物学(生態学) 分子生物学が主流

1957 梅棹忠夫
「文明の生態史観」 地域を生態学的な視点から捉えた

～1980年代 都市計画関係の研究 土地利用や生活環境などの視点から農村、緑地、
あるいは景観などが取り扱われている(自然環境)

1992 生物多様性条約 生態系全体の保護の観点、将来の活用可能性の観
点から多様性を確保

1990年代～ 各種研究 生物学における進化の過程を数値計算に応用した
遺伝的アルゴリズムを利用した研究

社会基盤整備関係 経済学の枠組みから、多様さの影響を研究

都市計画関係の研究 「新しい公」の原型的な研究

生物学(生態学) 多様性こそが生物界の顕著な特徴であり、多様性
を説明し、理解することも重要なテーマ

1998 新アテネ憲章
･分散した機能を持つ多極的･多面的都市を目指す
･都市の持続的発展を目指す
･生物多様性を確保
･多様性と生命力を確保のため混合土地利用推進

2000年代～ 都市計画関係の研究 ･都市・地域内の生物多様性を直接扱った研究
･地域の階層構造を扱った研究

2008 国土形成計画 国土構造に生態系の枠組みを適用



生物学分野における多様性の重要性
直接的利用価値

早期に多様性を失う
同時に将来の資源を失う可能性がある

多様な生物の中に 未発見の有用な資源
例えば、薬効成分など

種子バンク・遺伝子バンクの設立
農産物や家畜などの改良目的



生物学分野における多様性の重要性
間接的利用価値

長期的には、短期に得られるものよりも多い
森林を材木にして売りさばく

　　　　∧
貯水機能、CO2吸収機能、エコツーリズム

（この観点では、必ずしも多様性が重要とは限らない）



生物学分野における多様性の重要性
高い生産性

多様な方が、生産力が高い
種は適した環境下で繁殖
複数種は、棲み分ける
現実世界は均質な環境ではない
多様な方が、様々な環境に応じて無駄なく生産

種間の相互作用（共生関係）で効率向上

単一種では、病害虫が蔓延



生物学分野における多様性の重要性
長期的な環境変化への対応 (種レベル)

遺伝的多様性により 環境適応
医療現場における 薬品に対する 耐性菌出現
菌が急激に進化したのでなく、元々 少数存在



生物学分野における多様性の重要性
長期的な環境変化への対応(生態系レベル)

静的には、高効率種の独占の方が高効率
最適な棲息環境は限られる
安定した環境の永続保証が無い

特徴が多様で、多種から構成
役立たない性質が、異なる環境で役立つ
環境変化に対して強い
不確実性への対応に優れる



生物学分野における多様性の重要性
多様な文化への貢献

地域固有の生物
その土地の多様な文化を生む

文化の多様性
人間の環境適応能力にも影響



生物学分野における多様性の重要性
倫理的側面

生物種
それ自体が生存する権利を有す

生物多様性
何百万年も経て形成された
歴史的価値がある



生物学分野における
多様性の構造

遺伝的多様性 個体群

種多様性 群集

機能的多様性 生態系

生物多様性 相互作用系
変異・組換え

種分化

多種共存

共進化

共生

多型維持

生物多様性の階層 [井上･和田（1998）]



国土計画と生態学との比較
構造面の類似性

遺伝的多様性 個体群

種多様性 群集

機能的多様性 生態系

生物多様性 相互作用系
変異・組換え

種分化

多種共存

共進化

共生

多型維持

生物多様性の階層 [井上･和田（1998）]国土構造の多様と共生に関する階層

地域多様性

多様な主体

主体の形成

地域

新しい国土像地域機能の
多様性

多様な生活

主体間の分化

多様な主体
の共存

地域間の分化

共生

多様な人々
の定住様々な人々



国土計画と生態学との比較
時間軸概念と生存環境

遺伝的多様性 個体群

種多様性 群集

機能的多様性 生態系

生物多様性 相互作用系
変異・組換え

種分化

多種共存

共進化

共生

多型維持

生物多様性の階層 [井上･和田（1998）]

遺伝的多様性 個体群

種多様性 群集

機能的多様性 生態系

生物多様性 相互作用系
変異・組換え

種分化

多種共存

共進化

共生

多型維持

生物多様性の階層 [井上･和田（1998）]国土構造の多様と共生に関する階層

地域多様性

多様な主体

主体の形成

地域

新しい国土像地域機能の
多様性

多様な生活

主体間の分化

多様な主体
の共存

地域間の分化

共生

多様な人々
の定住様々な人々

環境変化
への対応

速やかに
群を形成

一部が
生き残れる

速やかに
群を形成

機能的
多様性回復

一部が
生き残れる

速やかに
立場の違い
を明確に

速やかに
立場の違い
を明確に



国土計画と生態学との比較
国土計画の課題

✦ 「相乗効果」「補完関係」「共生」
✦ 依然として静的な視点
✦ 効率性の観点が強い

✦ 効率性だけなら、比較優位の概念だけで十分

✦ 長期的に強靱な国土形成のために
✦ 時間軸の概念を導入

✦ 単なる長期計画ではない
✦ 多様性を時間軸に沿ってどう生かすか
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